
 

 

 

 

 

「誰か」のことじゃない 

 日本では、人権デーを最終日とする１週間を「人権週間」と定めてあり、各地で様々な活動が行われて

います。今年は、１２月４日（水）から 12月 10日（火）の 1週間が「第 7６回人権週間」となり、【「誰か」のこ

とじゃない】をテーマに、自分以外の「誰か」のことではなく、様々な人権問題を自分のこととして考え、解

決に向けていろいろな活動が行われます。 

 今福小学校でも、人権・同和教育に視点をあてた

授業を公開したり、掲示物を工夫したりして「人権」

について考えるきっかけとなるような取組を行って

います。 

                  

今福小学校は コミュニティ・スクールへ移行します Vol.３ 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールについて語るときには、「きょうどうの〇〇：活

動、組織等」という言葉がよく出てきます。では、どの漢字を当てはめ

るとよいのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

学校教育目標 「心豊かで、主体的に取り組む児童の育成」 

学校だより   

桜 の 丘 
浜田市立今福小学校 

２０２４年１１月２２日（金） 
令和６年度 №.７ 

  

秋の彩り２ 202４.１１.１８ 撮影 

何？  なぜ？  なんのため？  
Well-being な未来社会を創る主人公は、地域に暮らすみな様です。（学校職員もまた地元の未来社会

を創る主人公です。）では、１０年先、２０年先の未来社会を創る主人公は？ １０年あるいは２０年と年を重

ねられた地域に暮らすみな様です。でもそれだけではありません。その中心メンバーとなっているのは、

今、目の前にいる子どもたちです。だからこそ、今福小学校に通う子どもたちが、様々な「学び」を通じて

人々との「つながり」や「かかわり」を作り出し、協力し合える関係になっていくことが必要なのです。それは

大人にも言えるのではないでしょうか。活動を通して子どもたちと関わり合うことで、多くの喜びや気付

き、学びがあるはずです。対等な立場で協力して働く「協働」だからこそ、Well-beingな未来社会へとつな

がっていきます。決して「どちらがどちらの下請け」などではありません。学校も家庭も地域も対等の立場で

子どもたちと関わる中で、Well-being な未来社会の土壌が耕され、そしてこうして形成された人々の関

係が、持続可能な地域コミュニティの基盤となると考えます。いかがでしょうか？ 

🗝きょうどう 

共同：複数の人や団体が同じ目的の

ために一緒にことを行ったり、同じ

条件・資格でかかわったりすること 

協同：複数の人または団体が心を合

わせて物事を行うこと 

協働：同じ目的のために、対等の立

場で協力して共に働くこと 
デジタル大辞泉 

今福小学校コミュニティ・スクールのねらい（案） 

学校教育への思いや願いを大切にし、対話や熟議を重ねる中で気付きや変容を促すとともに、社会に

開かれた教育課程に向けたきょうどう活動を進めることで、Well-beingな学校を実現する。 

 

スローガン 

みんなで創る すばらしい 今福小学校 

～ よりわかりやすく やりやすく ～ 

昭和２３年（１９４８年）１２月１０日、国際連合第３回総会において、全ての人民と全ての国と

が達成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」が採択されました。 

 世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定めたものであり、人権保障の目標や基準を初めて国際的

にうたった画期的なものです。採択日である１２月１０日は、「人権デー（Human Rights Day）」と定め

られています。                                            （法務省 HP より） 

6月 20日(木)に種まきをした「人権の花」が咲きそろいました。 

いじめ 

児童虐待 

差別 

誹謗中傷 

同和問題 

ハラスメント等 



芸術の秋を満喫   １０月２５日（金） 

  3・4年生が、浜田世界こども美術館のミュージアムスクールに参

加しました。鑑賞だけでなく、11月 9日（土）に「はまびー光のアート

ナイト」の会場に展示される「ランプシェード」も一人ずつ作りました。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うっとり １１月７日（木） 
石央文化ホールで開催された浜田市連合音楽祭に参加しました。初めて大きなステージに立つ 

1年生はもちろん、何度も経験している上

級生も多くの観客を目にして緊張気味でし

た。全員の心を一つにし、心を込めて奏で

る今福小学校のすばらしい音色に、会場は

大きな拍手につつまれました。また一つ大

きな自信をつかむことができました。 

 

 

 

 

 

決まったぁ～ １０月２３日（水） 

  ５・６年生が体操大会に出場しました。これまで練習してき

た技を繰り出し、大きな拍手をたくさんもらいました。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア表彰 １０月３０日（水） 
 長年、子どもたちの登下校の見守りや災害時のための保護者引渡し訓練などにご協力

いただいていた「今福地区自主防災会」の皆様が「地域の子どもをみんなで見守り、育て

ま賞」を受賞されました。おめでとうございます。これからもよろしくお願いいたします 

 

 

      まちを歩けば不思議がいっぱい！ １０月２１日（月）・２３日（水） 

  １・２年生が今福のことを調べるために、まち探検（田中石油様、槇岡畳店様、今福郵

便局様、JA金城支店様、ケンボロー様）を見学させてもらいました。たくさんのお話を聞

き、たくさんの機械や施設を見て、多くのことを学び、今福地域が大好きになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なんと！ 玄米で８６㎏  おもち１，８００個分   １０月２１日（月） 

暑くもなく、寒くもなく、ちょうどいい天気（翌日は朝から冷たい雨）のもとで、５・６年生が脱穀と籾摺

り体験をしました。９月１９日に全校で稲刈りをしてはでに干した「ミコトモチ」。いい具合に乾燥したの

で、きっとおいしいお餅になることでしょう。１２月のもちつきが楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こぶな学級作の応援気旗 

校内発表会に

は、今福保育園

児も応援に来て

くれました。 

郵便配達のオートバイに乗

せていただき、大喜び。郵便配

達が将来の夢の一つになった

子もいたようです。 

読書の秋１０月３０日（水） 
 図書委員会企画の「思いやり集

会」で「図書館オリエンテーリングを

行いました。 

たくさんの本

に触れ、読書

のきっかけと

なりました。 

 

  

合奏 Happiness 

  

合唱 ぼくらの地球 


